
令和7年11月15日（土）　19：00～20：30

IMASEN犬山からくりミュージアム玉屋庄兵衛工房　２F

常 任 理 事
● 開会 会長挨拶 会 長 石 田 芳 弘 出 欠

副 会 長 澤 野 準 二 出 欠
● 報告・相談事項 副 会 長 今 井 満 出 欠
1 副 会 長 長 谷 川 国 光 出 欠
2 副 会 長 吉 野 茂 輝 出 欠
3 専 務 理 事 多 和 田 兼 道 出 欠

会 計 下 山 隆 出 欠
● 議　題 伝統文化委員 長 井 浩 司 出 欠
1 　　　  副委員長 丹 羽 浩 仁 出 欠

て こ 委 員 長 浅 野 裕 計 出 欠
副委員長 吉 田 成 伸 出 欠

2 副委員長 陸 浦 隆 司 出 欠
企画広報委員 松 田 茂 樹 出 欠

副委員長 斉 木 治 郎 出 欠
副委員長 前 田 貴 史 出 欠
副委員長 林 昭 夫 出 欠
副委員長 梅 田 安 明 出 欠
副委員長 小 島 真 人 出 欠

4 からくり文化振 加 藤 か お る 出 欠
無 任 所 三 輪 征 宏 出 欠
無 任 所 伊 藤 尚 宏 出 欠
事 務 局 長 柴 田 憲 一 出 欠
理 事
枝 町 組 土 屋 一 広 出 欠

● 魚 屋 町 組 小 川 雅 弘 出 欠
1 下 本 町 組 松 岡 秀 幸 出 欠

中 本 町 組 髙 木 文 彦 出 欠
熊 野 町 組 浅 野 裕 計 出 欠

● 本日の決議事項 新 町 組 加 藤 雄 介 出 欠
本 町 組 伊 神 清 高 出 欠

代理 練 屋 町 組 村 瀬 善 雄 出 欠
鍛 治 屋 町 組 市 橋 正 光 出 欠
名 栗 町 組 藤 吉 康 弘 出 欠
寺 内 町 組 三 輪 征 宏 出 欠

● 次回開催 余 坂 組 加 藤 浩 出 欠
12/4　常任理事会19:00〜 外 町 組 伊 藤 尚 宏 出 欠
12/13　理事会19:00〜 坂下大本町組 近 藤 光 利 出 欠

内 田 組 野 田 雅 敬 出 欠
鵜 飼 町 組 松 田 一 雄 出 欠

針綱神社宮司 岡 地 喜 代 春 出 欠

　つなぐ　ひきつぐ　ささえる！！

R7.4.1〜R8.3.31

・オマツリジャパンについて

特別白帝ワーク(11/27)について

12/1交通安全運動(9:30〜南部公民館)

令和7年度　（一社）犬山祭保存会　第8回理事会

今後のスケジュールについて(添付資料)

連絡相談報告事項

11/12・13からくり改善工夫展報告(振興部・下本町)

からくり町巡り

総括と反省

協賛金

・趣意書について(年内内容確定/年明け印刷/1月中旬封入)

●　日　時　

●　場　所

第392回犬山祭

・試楽運行

・わらじの件進捗状況
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・ 40人前後でしょうか？とにかくたくさんの方に来ていただき、よくできました。(余坂町)

議　題

からくり町巡り

総括と反省

日曜日に雨天のため車山の上で行いました。特別に中山に幕をかけずにやっているところを見てもらえて喜んでいただきました。(熊野町)

土曜、余坂町さんと共に行い、大変多くの皆さんに集まっていただけました。また演技後幕を外して中も皆さんにご覧いただけました。(魚屋町)

雨模様でしたが、なんとか時間帯的に雨が降っていない状況で、車山の上でできました。

スタンプラリーにも大変たくさん集まってきてくださいました。(枝町)

土曜日で天候は問題なく無事にできました。スタンプラリーが好評でよかったです。(下本町)

代理出席のため、すみませんがコメントは控えさせていただきます。(練屋町)

下本町

11/12・13からくり改善工夫展報告(振興部・下本町)

からくり振興部

11/12ポートメッセに実演行ってまいりました。無事にたくさんの方に見ていただき、

からくりの仕組みも間近で見ていただき触って体験いただきまして、

大変喜んでいただき好評をいただきました。

会場にはいつもからくり技術を研究して改善に活かしているプロの方たちがたくさん見える中、

下本町のからくりの仕組みを見て関心を持ってもらえ、喜んでいただけてとてもよかったです。またこういう機会があればぜひ出店したいです。

特別白帝ワーク(11/27)について

・放生津八幡宮祭の曳山・築山行事　富山県・射水市

・大津祭の曳山行事　滋賀県・大津市

報告・相談事項

会長挨拶

からくり町巡りも無事終わり大変盛況でした

大変評判が良いイベントとなりました。

また、ユネスコ無形文化遺産に新たに4団体が追加登録が予定されています。

我々の仲間が増えてまいります。各お祭についてご紹介いたします。

・常陸大津の御船祭　茨城県・北茨城市

・村上祭の屋台行事　新潟県・村上市

下本町は11/13に行ってまいりました。2回実演しましたが、2回とも成功してよかったです。

伝統文化委員長

今回11/13の下本町の会にしか同行できませんでしたが、動力を使わずに改善工夫をしている専門家さんたちの

真剣な思いや、興味など好評いただいて大変によかったです。

最終のスケジュールの確認です。前半の町内は9:00開始です。後半は10:15からです。よろしくお願いします。

今回新たに車山を解体している余坂町は魚屋町に、寺内町は枝町に子供たちを誘導して車山体験をしてもらってください。

他の解体している町内は前回お願いした通りです。
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値段に関しても遠方のメーカーですと送料がかなりかかってきます。ですが、これまで引き取りに行っていただいていた

交通費や諸経費を考えると同じ状況ではないかと思うので、その辺も考慮に入れてみなさんでも考えてほしい。

必要数量を決めていただければ数量での値段交渉となります。

→今回急遽みなさんにわらじ必要数のアンケートの回答を前倒しさせていただきました。

先日の常任理事会で再検討しまして、3拠点に分けて負担と、混乱を軽減するのはどうかということで、

今一度仕切り直してそちらで検討しております。また次回に皆様に御示しできればと思います。

・わらじの件

宵祭りについても、今回他町内さんが行ったことを参考に盛り上げていただけたらと思います。

何かございましたらご相談ください。

司会をしている状況で見ていまして、目が行き届く範囲では、多すぎもせず、少なすぎもせず、ちょうど程よい観覧者数

で皆様にからくりを堪能いただけたのではないかと思いました。

スタンプラリーについてSNSなどを後から検索してみてみましたが、概ね好評で2日間で最大2枚しかもらえないので

次もというような好意的な意見が多かったです。

第392回犬山祭

・試楽運行

前回の理事会で今回2箇所での方向で御示しする考えでおりましたが、色々考えて突き詰めて参りますと、

子供、町内、てこのみなさんへの負担がかなり大きく大変でありました。

例年より多くの皆様に見ていただけて大変よかったです。(外町)

新町さんが中止になったことで、間が空いてしまい多くのお客さんが帰ってしまった。

中止の場合は間を空けない方が良い。

英語の表記などもっと増やしたり、工夫して外国の人にも楽しんでもらえるようにした方が良い。

(長井委員長)

皆様お疲れ様でした。晴れ男と言っておきながら不本意な天候でしたが、無事に終われまして皆様のおかげかと思います。

今回の反省も踏まえ、雨の日中止となったところでもできるように改善していきたいと思います。

スタンプラリーも好評で良かったと思います。

(丹羽副委員長)

雨天のため、新町のみ諸事情で中止でした。非常に残念でした。皆さん工夫されて行っていたので

当町内も雨天でもできるように今後町内で考えていきたいです。(新町)

オープニングを初めて行いました。天候がもっと良ければよかったですが、大変良い経験ができました。(本町)

今年は例年のようにどんでん館の階段横での実演ではなく、車山の上でやりました。

演奏がうまくできずあたふたした時もありましたが、多くの人に見てもらえてよかったです。(中本町)

どんでん舘での展示が提灯車山でしたので、雨が心配でしたが、外で演台で行いましたが、

雨も降らずなんとかできてよかったです。(名栗町)

初めて2日目のオープニングで行いまして、皆さんに呼び込みなどしてもらったおかげもあってか、

わらじが今回新たにてこ委員会で探しましていくつか候補が見つかりました。

今回のアンケートの集計結果では1100くらいなので、最低でも必要となるのが1400足としても、
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● 次回開催

12/4　常任理事会19:00〜

12/13　理事会19:00〜

宵祭りでの案内や特別な体験が1組2名様限定で当たるというものです。

11/15柴田

また追ってご相談します。よろしくお願いします。

以上

1月中旬に封入作業します。各町内理事の皆様には1月の理事会時に町内分を分けますので

また協賛の方にご協力をお願いします。

オマツリジャパン

JINSという企業が4月のキャンペーンで犬山祭の宵祭りでのキャンペーンを実施します。

そのイベントを行うことで犬山祭に対し協賛が見込まれます。各ご町内の皆様にご協力いただきましたら

その町内にも協賛が入る仕組みになっております。ご希望の町内を募りたいと思いますので、ぜひ

皆様のご協力をお願いします。

今回欠席のご町内もありますので、すべての皆様にご意見いただき、参加希望町内によって代表2町内を決めたいと思います。

現存の手配数が700〜750足ですので、あと700足は補填する必要がある。

全部の町内が、わらじが間に合えば草鞋を使用したいとのことで、こちらも草鞋を手配できる方向で進めていく。

協賛金

趣意書について(年内内容確定/年明け印刷/1月中旬封入)

例年だと商工会議所さんに会報の新年1月号に折込させてもらっています。

色々と検討した結果、お知らせが早すぎるとの事で、2月号への折込に変更します。


